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本研修で大変お世話になりました Zhuravlev 博士が去る 7月に急逝されました。この場を借りてお悔
やみ申し上げます。
「第一線で活躍するために」
情報学研究科　通信情報システム専攻　小野寺研究室　博士後期課程 2年　久保木　　　猛
私はCMOSによる高性能回路の設計に関する研究を行っております。このテーマは学部 4年生から
取り組んでおり、これまでこの研究を続けられたことに今更ながら感謝しております。CMOS回路、特
に私の研究で取り組んでいるようなアナログ回路の設計では、設計が困難になりつつあり、大学だけで
なく企業においても需要の高い研究分野です。
さて、すでに博士課程の進学から 1年が過ぎてしまいましたが、修士課程在籍時には積極的に就職活
動を行っており、進学はあまり考えていませんでした。ある会社の見学の時に魅力的な研究を紹介され
て良い印象を持ちましたし、実際に、就職先を数社に絞っていました。しかし、進学という選択肢を考
えたのもその会社見学でした。見学時に会社の技術面での説明をされていた人が、みな博士の学位を取
得している人だったのです。そのとき「ああ、第一線で活躍する人は博士を持っているんだなあ」と考
え始めました。また別の会社では当研究室の学生全員が就職希望と聞いて、「誰か博士行かないのか？」
とリクルータの方がおっしゃっていました。第一線で活躍する技術者の生の声を聞いた後で、私の中で
進学という選択肢が魅力的に思えてきました。すでに 4月に入っていましたが私はまだ就職か進学かを
悩んでいました。
結局、学校推薦を受けるかどうかの面接の日に進学を決めました。それから 1年。進学という選択は
私にとって良い選択、少なくとも就職と同程度には良い選択だったと満足しています。もちろん就職も
良い選択でした。今こうして研究を進めてみると、なかなか思ったように進まないこともありますが、
それでも主体的に研究を進められる環境のすばらしさに、今更になって気付くようになりました。それ
と同時に 4月に入っていたぎりぎりのところまで悩んで考えてよかったとも思えてきました。世の中は
あっという間に不景気になってしまいましたが、現在もこうして社会的にも学術的にも意義の大きい研
究を進められていることは幸運であり、感謝しております。今の環境に感謝しながら、今後も学位取得
に向けて頑張ってゆきたいと思います。
